
住
居
形
態
の
変
遷

　
住

居
跡

(じ
ゅ

う
き

ょ
あ

と
)は

、
旧

石
器

時
代

で
も

発
見

さ
れ

て
い

ま
す

が
稀

で
あ

り
、

狩
猟

を
行

い
な

が
ら

の
移

動
生

活
を

営
ん

で
い

ま
し

た
。

縄
文

時
代

に
入

る
と

土
器

の
発

明
に

よ
る

生
活

様
式

の
変

化
に

よ
り

定
住

化
が

進
み

、
早

期
(約

1
0
,0

0
0
～

6
,0

0
0
年

前
)に

な
る

と
徐

々
に

住
居

跡
も

普
遍

的
に

構
築

さ
れ

始
め

、
前

期
(約

6
,0

0
0
～

5
,0

0
0
年

前
)に

は
定

型
化

、
定

着
化

し
て

い
き

ま
す

。
竪

穴
住

居
は

、
全

時
代

を
通

し
て

方
形

の
形

が
主

流
を

占
め

ま
す

が
、

縄
文

時
代

中
期

か
ら

後
期

に
は

縄
文

時
代

早
期

の
住

居
跡

縄
文

時
代

前
期

(関
山

式
期

)の
住

居
跡

縄
文

時
代

前
期

(黒
浜

式
期

)の
住

居
跡

縄
文

時
代

中
期

(加
曾

利
E
式

期
)の

住
居

跡

※
　

柱
は

4
本

(　
　

)、
炉

は
1
ヶ

所
(　

　
)

※
　

柱
は

6
本

(　
　

)、
炉

は
1
ヶ

所
( 

　
  

 )
※

　
柱

は
不

明
、

炉
は

１
ヶ

所
(　

　
)

※
　

柱
は

4
本

(　
　

)、
炉

は
1
ヶ

所
(　

　
)。

建
　

替
え

が
1
回

(細
点

が
古

い
柱

)行
わ

れ
て

い
る

。

縄
文

時
代

後
期

(称
名

寺
式

期
)の

住
居

跡

※
　

柱
は

周
囲

に
廻

り
、

炉
は

1
ヶ

所
(　

　
)

　
　

手
前

に
入

口
を

設
置

し
、

炉
と

入
口

の
間

　
　

に
埋

甕
(う

め
が

め
)と

呼
ば

れ
る

施
設

が
　

　
設

け
ら

れ
て

い
る

。

※
　

柱
は

4
本

(　
　

)、
炉

は
1
ヶ

所
(　

　
)

　
　

手
前

に
入

口
を

設
置

(コ
字

状
)し

、
壁

際
　

　
に

柱
が

廻
ら

さ
れ

て
い

る
。

縄
文

時
代

晩
期

(安
行

式
期

)の
住

居
跡

古
墳

時
代

初
頭

の
住

居
跡

※
　

柱
は

2
本

(　
　

)、
炉

は
1
ヶ

所
(　

　
)、

　
　

手
前

に
貯

蔵
穴

(ち
ょ

ぞ
う

け
つ

:緑
色

)
　

　
と

呼
ば

れ
る

保
存

用
施

設
が

設
置

さ
れ

る
。

　
　

一
般

的
な

住
居

の
柱

は
4
本

。

古
墳

時
代

後
期

の
住

居
跡

※
　

柱
は

無
い

。
炉

か
ら

竈
(か

ま
ど

)と
呼

ば
　

　
れ

る
施

設
に

変
化

し
、

貯
蔵

穴
(　

　
)も

　
　

脇
に

設
置

さ
れ

、
調

理
場

が
確

立
さ

れ
る

。
　

　
一

般
的

な
住

居
の

柱
は

4
本

。

奈
良

時
代

の
住

居
跡

※
　

柱
は

4
本

(　
　

)。
竈

(か
ま

ど
：

　
　

)は
　

　
奥

に
、

貯
蔵

穴
(　

　
)も

脇
に

設
置

さ
れ

、
　

　
こ

の
時

代
も

調
理

場
が

確
立

さ
れ

る
。

【
　

変
遷

の
特

徴
と

概
略

　
】

　

7
,0

0
0
年

前
6
,0

0
0
年

前
5
,5

0
0
年

前
4
,0

0
0
年

前

3
,0

0
0
年

前

3
,5

0
0
年

前
1
,4

0
0
年

前

1
,7

0
0
年

前

一
時

的
に

円
形

の
住

居
と

な
り

、
後

期
か

ら
晩

期
に

は
入

口
施

設
も

構
築

さ
れ

始
め

ま
す

。
　

弥
生

時
代

の
住

居
跡

は
現

在
発

見
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
こ

の
時

代
に

小
判

型
(円

形
)の

住
居

が
造

ら
れ

る
時

期
も

あ
り

ま
す

が
、

基
本

的
に

は
方

形
の

住
居

が
造

ら
れ

ま
す

。
こ

の
時

期
か

ら
「

貯
蔵

穴
(ち

ょ
ぞ

う
け

つ
)」

と
呼

ば
れ

る
貯

蔵
用

の
穴

が
住

居
内

に
作

ら
れ

始
め

、
古

墳
時

代
後

期
に

は
竈

(か
ま

ど
)が

造
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

現
代

へ
と

続
く

機
能

を
持

つ
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

　

　
縄

文
時

代
早

期
に

は
、

炉
は

奥
側

に
設

置
さ

れ
全

体
的

傾
向

と
同

様
で

す
が

、
柱

は
不

明
瞭

で
す

。
入

口
は

南
側

に
あ

っ
た

と
推

測
さ

れ
ま

す
が

、
こ

れ
は

太
陽

の
明

か
り

を
有

効
利

用
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
前

期
に

な
る

と
壁

の
廻

り
に

周
溝

（
し

ゅ
う

こ
う

）
と

呼
ば

れ
る

溝
状

の
施

設
が

設
置

さ
れ

、
壁

の
補

強
兼

排
水

施
設

（
雨

樋
：

あ
ま

ど
い

）
と

し
て

機
能

し
て

い
た

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

中
期

に
な

る
と

全
時

代
を

通
し

て
方

形
の

竪
穴

住
居

跡
が

基
本

で
あ

る
も

の
が

、
こ

の
時

代
の

み
円

形
と

な
り

ま
す

が
、

柱
の

位
置

的
な

構
造

、
施

設
等

に
変

化
は

あ
り

ま
せ

ん
。

後
期

に
は

柄
鏡

形
住

居
（

え
か

が
み

が
た

じ
ゅ

う
き

ょ
）

と
呼

ば
れ

る
入

り
口

施
設

を
持

つ
住

居
が

出
現

し
、

柱
も

壁
際

に
配

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

晩
期

に
は

再
び

方
形

と
な

り
ま

す
が

、
入

り
口

施
設

は
よ

り
明

確
に

設
置

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

弥
生

時
代

の
住

居
は

現
在

の
と

こ
ろ

発
見

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
こ

の
頃

か
ら

貯
蔵

穴
（

ち
ょ

ぞ
う

け
つ

）
と

呼
ば

れ
る

食
物

保
存

用
施

設
が

設
置

さ
れ

ま
す

。
古

墳
時

代
後

期
に

な
る

と
竈

(か
ま

ど
)が

出
現

し
、

貯
蔵

穴
も

脇
に

設
置

さ
れ

、
調

理
場

が
確

立
さ

れ
ま

す
。

竈
に

は
「

硬
砂

（
か

た
す

な
）

」
と

呼
ば

れ
る

蓮
田

市
周

辺
特

有
の

硬
い

砂
状

の
材

質
を

利
用

し
て

作
ら

れ
て

い
ま

す
。

貯
蔵

穴

貯
蔵

穴

貯
蔵

穴

カ
マ

ド

1
,6

5
0
年

前

入
口

入
口

炉
柱

周
溝

周
溝

周
溝

周
溝

周
溝

カ
マ

ド



時
代
を
超
え
た
蓮
田
へ
の
流
通
品
　

　
宿

下
遺

跡
か

ら
発

見
さ

れ
た

馬
高

式
土

器
底

部
の

破
片

で
す

。
こ

の
土

器
も

土
が

地
元

の
も

の
と

は
異

な
り

、
運

ば
れ

て
き

た
も

の
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

運
ば
れ
て
き
た
(？

)火
炎
土
器

手
焙

り
形

土
器

　
さ

さ
ら

遺
跡

(左
)と

馬
込

八
番

遺
跡

(右
)

縄
文

前
期

の
海

水
浸

入
状

況
と

黒
曜

石
の

流
通

　
旧

石
器

時
代

に
本

地
域

へ
の

交
易

ル
ー

ト
が

わ
か

る
も

の
と

し
て

黒
曜

石
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
黒

曜
石

は
産

地
が

全
国

で
も

限
定

さ
れ

、
流

通
す

る
地

域
も

限
ら

れ
て

い
ま

す
。

縄
文

時
代

以
降

と
は

異
な

り
旧

石
器

時
代

に
は

、
栃

木
県

高
原

山
産

の
黒

曜
石

を
多

く
持

ち
込

み
使

用
し

て
い

る
こ

と
が

特
徴

的
で

す
。

こ
れ

は
蓮

田
市

内
だ

け
で

な
く

、
周

辺
地

域
の

デ
ー

タ
で

も
同

様
の

結
果

が
得

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
以

外
に

も
「

頁
岩

(
け

つ
が

ん
)
」

と
呼

ば
れ

る
石

材
も

東
北

地
方

か
ら

の
流

入
品

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

時
代

に
は

渡
良

瀬
川

・
思

川
の

河
川

が
唯

一
本

地
域

を
還

流
す

る
大

河
川

で
あ

り
、

川
沿

い
の

ル
ー

ト
と

し
て

思
川

上
流

域
か

ら
鬼

怒
川

・
会

津
西

街
道

へ
と

続
く

ル
ー

ト
が

人
々

の
交

易
ル

ー
ト

の
遡

上
に

あ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
こ

の
ル

ー
ト

上
に

位
置

す
る

高
原

山
原

産
の

黒
曜

石
が

持
ち

込
ま

れ
た

こ
と

が
想

定
さ

れ
ま

す
。
旧

石
器

時
代

の
埼

葛
地

域
周

辺
の

地
形

は
、

館
林

か
ら

伸
び

る
半

島
状

の
「

館
林

(
た

て
ば

や
し

)
・

大
宮

台
地

(
お

お
み

や
だ

い
ち

)
」

と
幸

手
市

か
ら

松
伏

町
に

か
け

て
僅

か
に

掛
か

る
下

総
台

地
が

丘
陵

状
に

存
在

す
る

外
に

、
現

在
の

中
川

低
地

中
央

部
に

も
現

地
表

下
2
0
ｍ

付
近

に
平

坦
面

が
存

在
す

る
こ

と
が

推
測

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

縄
文

時
代

に
入

り
、

黒
曜

石
の

交
易

ル
ー

ト
に

変
化

が
見

ら
れ

ま
す

。
縄

文
時

代
前

期
に

入
る

と
神

津
島

産
が

急
激

に
増

加
し

、
高

原
山

産
は

全
く

確
認

さ
れ

ま
せ

ん
。

縄
文

海
進

に
よ

り
蓮

田
の

地
ま

で
深

く
海

が
入

り
込

ん
で

い
た

こ
と

に
よ

り
、

河
川

周
辺

の
「

川
の

道
」

だ
け

で
な

く
、

「
海

の
道

」
が

存
在

し
た

こ
と

を
物

語
る

デ
ー

タ
で

し
ょ

う
。

こ
の

傾
向

は
中

期
ま

で
続

き
ま

す
が

、
中

期
に

は
信

州
産

が
増

加
し

ま
す

。
後

期
以

降
に

な
る

と
再

び
高

原
山

産
が

入
り

、
様

々
な

産
地

の
黒

曜
石

が
万

遍
無

く
入

っ
て

き
て

い
ま

す
。

　
こ

れ
以

外
の

も
の

で
は

、
土

器
で

も
地

域
を

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
が

、
前

期
に

は
西

日
本

の
北

白
川

(
き

た
し

ら
か

わ
)
下

層
(
か

そ
う

)
式

土
器

や
東

北
の

大
木

式
(
だ

い
ぎ

し
き

)
土

器
、

中
期

に
は

日
本

海
側

の
「

火
炎

土
器

(
か

え
ん

ど
き

)
」

な
ど

と
も

呼
ば

れ
る

馬
高

式
(
う

ま
た

か
し

き
)
土

器
、

晩
期

に
は

東
北

の
大

洞
式

(
お

お
ぼ

ら
し

き
)
土

器
が

搬
入

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

石
器

石
材

の
中

で
も

現
在

で
も

ア
ク

セ
サ

リ
ー

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

日
本

海
側

姫
川

流
域

を
唯

一
の

産
地

と
し

た
「

翡
翠

(
ヒ

ス
イ

)
」

が
中

期
以

降
に

搬
入

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

海
の

影
響

の
無

く
な

っ
た

後
期

の
雅

楽
谷

遺
跡

で
は

外
洋

産
サ

ト
ウ

ガ
イ

の
貝

輪
や

サ
ル

ボ
ウ

の
貝

輪
、

久
台

遺
跡

で
は

サ
ル

ボ
ウ

の
貝

輪
が

検
出

さ
れ

る
等

、
海

水
影

響
域

と
の

交
易

や
関

連
す

る
資

料
の

存
在

、
久

台
遺

跡
で

の
多

量
の

「
製

塩
(
せ

い
え

ん
)
土

器
」

の
検

出
な

ど
は

、
奥

部
か

ら
海

水
域

へ
の

進
出

や
交

易
を

物
語

る
資

料
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
で

し
ょ

う
。

　
弥

生
時

代
～

古
墳

時
代

前
半

に
至

る
と

新
た

な
展

開
が

見
え

、
西

日
本

か
ら

の
「

稲
作

文
化

」
の

伝
承

に
伴

う
も

の
か

、
流

通
品

も
畿

内
系

の
「

手
焙

り
形

土
器

」
が

市
内

で
は

ほ
ぼ

完
形

の
も

の
が

2
点

さ
さ

ら
遺

跡
と

馬
込

八
番

遺
跡

か
ら

出
土

し
て

い
ま

す
が

、
完

形
の

も
の

が
出

土
し

た
遺

跡
も

蓮
田

の
み

で
す

。
他

に
も

、
東

海
系

の
「

Ｓ
字

甕
」

、
こ

の
他

に
も

北
西

関
東

系
「

吉
ヶ

谷
式

(
よ

し
が

や
つ

し
き

)
土

器
」

な
ど

か
ら

も
交

流
の

足
跡

を
窺

(
う

か
が

)
い

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
が

、
縄

文
時

代
と

は
異

な
り

西
日

本
か

ら
の

影
響

が
強

く
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
　 　

全
国

の
黒

曜
石

主
要

産
地

と
流

通
範

囲

　
左

は
西

日
本

的
な

洗
練

さ
れ

た
形

を
し

て
い

ま
す

が
、

右
は

そ
れ

を
真

似
た

か
の

よ
う

に
潰

れ
て

、
ひ

し
ゃ

げ
た

形
を

し
て

い
ま

す
。

　
土

も
左

は
白

色
系

の
地

元
の

土
と

は
異

な
る

も
の

が
使

用
さ

れ
て

い
る

の
に

対
し

、
右

は
他

の
地

元
の

土
と

同
じ

も
の

で
焼

か
れ

て
い

る
よ

う
で

す
。
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